
 資 1-4- 1 

コミスジの HSI モデル（2008 年 12 月版）* 

 
1.ハビタット利用に関する既存文献情報 

1-1.分布・保護的位置づけ 

 コミスジ（Neptis sappho）は、日本国内では、北海道から九州（対馬、屋久島を含
む）まで広く分布する。奄美諸島以南の南西諸島には分布しない。日本の中でも寒冷地

産は、春・夏型ともにそれぞれ白帯が広く、北海道産に yessonesis（Fruhstorfer 1913）
という亜種名がついているが、現在はほとんど使用されていない（白水 2006）。東京都
区部では、Aランク（国の絶滅危惧種に相当する）に指定されている（東京都環境保全
局 1998）。 

1-2.ハビタットや生活史の概要 

 山地や平野部・丘陵地など、樹木の茂る場所に発生する（福田ほか 1983）。市街地で
発生することもあるが、山地や残存林が近接していることが要件になる（広畑・近藤 
2007）。北海道では平地から低山地、本州では標高 1,300m 以下の平地から山地によく
見られる。 
北海道では年 1回ないし 2回、本州の多くでは 2～3回、九州では 3～4回発生する。

暖地の平地から低山地帯では 4 月頃より 11 月頃まで、北海道等寒冷地では、5～6 月、
道央・道南では 7～8 月頃にも発生する（福田ほか 1983；白水 2006）。成虫の寿命は
2～3週間と考えられている（Banno 1984）。幼虫齢数は 5齢で、蛹は食樹の下枝や葉
裏で見られる。夏型の羽化までの蛹期は、8～9 日である。終齢幼虫で越冬する（葛谷 
1978）。 

1-3.成虫のカバーと食物 

 成虫は、イボタノキ、ネズミモチ、サワフタギ、ニガキ、クリノダケ、オトコエシ、

シシウド、ダンドボロギク等さまざまな訪花が確認されており、特に白い花が多いこと

が報告されている（福田ほか 1983）。 

1-4.繁殖および幼虫の食物 

食草の葉の表側、特に先端部に 1卵を産卵する（福田ほか 1983）。幼虫は主としてマ
メ科を食べ、ハリエンジュ、ヤマフジ、フジ、タンキリマメ、クズ、ヤブマメ、ナンテ

ンハギ、ツルフジバカマ、ノササゲ、キハギ等が知られている（福田ほか 1983；白水 
2006）。ただし、Banno(1984)は、幼虫にフジ、クズ、ニセアカシアを与えて飼育した
ところ、フジでは幼虫の成長効率が他の 2 種に比べ良くなかったことを報告している。
まれにクロツバラ、ケヤキ、ハルニレ、エノキ、アオギリにも幼虫がつく（福田ほか 
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1983；白水 2006）。 
幼虫は、2齢ほどまで卵が産み付けられた葉を食べ、以降、摂食時は周囲の葉に移る

が、休止時は生まれた葉に戻ることが多い（福田・田中 1968）。越冬幼虫は、葉ととも
に地上に落下して落ち葉の中で過ごし、翌春、そのまま蛹化、羽化する（葛谷 1978）。 

 
2.ハビタット適性指数モデルの構築方法 

 前節の文献調査結果より、コミスジのハビタット適性は、カバー条件、食物条件、繁殖

条件によって決定されると考えられたが、今回実施した調査で得たデータでは、これらの

生存必須条件を個別に検討することができなかったため、ハビタット条件から直接、HSI
を求めるモデルを検討することとした。パフォーマンスメジャーは、成虫の相対個体数密

度とした。 
 モデルは 2006 年の 5～8 月に埼玉県狭山市（標高 50～70m）とさいたま市（標高 10
～15m）において取得したデータと、2007年の 5～8月に埼玉県秩父市（標高 230～590m）
において取得したデータを用いて構築した。 
 調査は成虫の個体数調査と環境調査から成る。個体数調査は調査ルートから原則として

片側 5m ずつを調査範囲とする延長約 500m のベルトトランセクトを、上記調査地に 55
区画設定して、5月下旬～8月下旬の半月に 1回ずつ、原則として雨天時を避けた日中に
時速 2～3kmで徒歩によるセンサスを行い、観察範囲に出現したコミスジ成虫の位置や個
体数を記録することにより実施した。環境調査は、本種のセンサスを実施した調査ルート

から原則として片側 25m ずつの範囲において、植物の被度を階層別に目測で把握する方
式で実施した。階層は、高さ 8m以上を HC1層、高さ 2～8mを HC2層、高さ 0.5～2m
を HC3層、高さ 0.5m未満を HC4層とした。現地調査により、各層ごとに、枝葉や幹、
枯死部も含めた全ての植物体の地面に対する被覆割合を測定した。なお、被度の測定時に

は針葉樹、広葉樹、竹笹類を分けて記録した。 
 文献調査に基づき、本種のハビタット適性に強く影響する可能性のあるハビタット変数

の候補と組み合わせを検討した上で、各モデル候補について、得られたデータで分位点回

帰（τ=0.95）し、AICcを用いて最も適切なモデルの選択を行った。 
 なお、ハビタット変数は、下表の通りとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1．コミスジのハビタット変数候補

変数記号 内容

HC1 HC1層の被度

HC2 HC2層の被度

HC3 HC3層の被度

HC4 HC4層の被度

HC1bl HC1層の広葉樹被度

HC2bl HC2層の広葉樹被度
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3.ハビタット適性指数モデルの構築結果 

 既存文献情報およびセンサス結果より、本種のハビタットには基本的に樹林が含まれる

ことが予想されたため、HC1と HC2について検討するとともに、成虫が訪花する樹木や
草本の豊富さに関係すると考えられる低木や草本層の被度や広葉樹の被度といった変数

についても、組み合わせて検討した（表 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 各組み合わせについて、τ=0.95における多変数の分位点回帰を行い AICcを比較した
ところ、モデル 11が最も小さな値をとった。 
 しかし、モデル 11は HC1blの係数がマイナスとなることから適切なモデルではないと
考えられた。そこで、2番目に AICcの小さいモデル 16を採用した（図 1）。 
 一方、モデル 16については、HC1～2がゼロであっても、HC3～4が高い値であれば
適性値も比較的高くなってしまうという問題がある。例えば、芝生広場であっても、HSI
は 0.5を超えてしまう。そこで、HC1と HC2の組み合わせから成るモデル 1～3の中で、
最も AICcが小さいモデル 3を選定し、これを定数ゼロのモデルによって回帰し直したモ
デル 3'（図 2）とモデル 16 を、最小関数や幾何平均などの制限的な統合式で組み合わせ
ることによって、両モデルの問題点を補正することとした。 
 モデル 3'と 16を統合する式として、最小関数、乗法関数、幾何平均の 3つの統合式候
補について検討したところ、AICcが最小となった候補式は、最小関数であった。 
 
 

ハビタット変数

モデル1 HC1

モデル2 HC1,HC2

モデル3 HC1～2

モデル4 HC1,HC3～4

モデル5 HC1,HC2,HC3～4

モデル6 HC1～2,HC3～4

モデル7 HC1bl,HC1～2

モデル8 HC1bl,HC2bl,HC1～2

モデル9 HC1～2bl,HC1～2

モデル10 HC1bl,HC1～2,HC3～4

モデル11 HC1bl,HC2bl,HC1～2,HC3～4

モデル12 HC1～2bl,HC1～2,HC3～4

モデル13 HC2

モデル14 HC2,HC3～4

モデル15 HC2bl,HC1～2

モデル16 HC2bl,HC1～2,HC3～4

表2．コミスジのハビタット適性に係るハビタット変数候補と、
　　　 その組み合わせ候補．
　　　 HC1～2=HC1+HC2, HC3～4=HC3+HC4．
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           図 1. モデル 16 による分位点回帰直線（τ=0.95）の例. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             図 2. モデル 3'による分位点回帰直線（τ=0.95）. 
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以上の結果より、HSIを求める式を以下に整理した。 
 
SI1 
＝－2.32*10－2+7.64*10－3 HC2bl＋2.02*10－4 HC1～2＋5.24*10－3 HC3～4 
 ただし、0.0≦SI1≦1.0 
 
SI2＝1.3*10－2 HC1～2 
 ただし、HC1～2 > 76.9の場合 SI2＝1 
 
HSI＝min（SI1, SI2） 
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ハビタット評価モデル等利用規約 
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３．利用者が本モデルの利用や利用不能により被った直接的または間接的損害に対し、(公

財)日本生態系協会は一切の責任を負いません。 
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